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総務文教委員会会議録 

 

１．開催年月日 

   平成２５年８月１９日   開会 ９時５６分  閉会 １０時８分 

 

２．開催場所 

   委員会室 

 

３．出席委員名 

   西 田 久 志   大 鳴 二 郎   西 村 慎次郎   三 宅 文 雄 

   藤 原 浩 司   宮 地 俊 則   森 下 金 三 

 

４．欠席委員名 

   な  し 

 

５．その他の会議出席者 

  （１）副議長     上 野 安 是 

  （２）事務局職員 

    事 務 局 長  川 上 勝 三   事 務 局 次 長  岡 田 光 雄    

    主     任  藤 井 隆 史     

 

６．傍聴者 

   な  し 

 

７．発言の概要 

委員長(西田久志君)  皆さんおはようございます。 

 ただいまから総務文教委員会を開会いたします。 

 

〈議長あいさつ〉 

 

委員長(西田久志君)  本日の議題は、１、議会への提案について、２、その他でございま

す。 
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〈議会への提案について〉 

〈２５年６月６付提案 回答案について協議〉 

 

〈決定〉 

 

 

〈２５年７月３付提案 回答案について協議〉 

 

〈継続調査〉 

 

 

委員長(西田久志君)  続きまして、１０月に予定しております、行政視察について協議い

たします。 

前回の委員会で、３日目のところを検討するということだったと思うんですが、全般にわた

って見ていただきたいと思います。 

 初日がデマンド交通について安曇野市、２日目が廃校校舎等の跡地利用について米原の伊

吹山文化資料館、３日目が鯖江市の方で子供の読書活動と図書館整備について視察研修した

いと思います。 

委員(宮地俊則君)  廃校の校舎というのは、ここを見ると聞いておりますし、話も聞けば

いいと、また図書館もお話を現地に行って聞けばいいと思いますが、デマンド交通というの

は、話を聞く、それとも行ってどういのが走って、どういう交通体系になっているか、そう

いう視察、もう少し具体的にわかれば。会議室で説明を聞くだけなのか。現地に行って見せ

てもらうようなものがあるのか、ないのか。 

次長（岡田光雄君）  安曇野市のデマンド交通につきましては、安曇野市から安曇野市の

社会福祉協議会へ事業を委託されておりまして、そちらの方へ電話で問い合わせをしたんで

すが、事業の全般については社会福祉協議会でご説明をいただけるということと、もし、希

望があれば、このデマンド交通の実際の乗り物にも乗ることはできますよ。どうですかとい

うことがありましたが、実際乗ると１時間半ではちょっと厳しいのではないかという事で、

事業の概略を教えていただければということと、安曇野市というところが、合併してデマン

ド交通の市全域をエリアとしてデマンド交通をされてるということで、私もまだ詳しい内容

はわからんのですが、市全域を対象エリアとしてやってるといことで、その内容を教えてい

ただけたらと思っています。 

委員（藤原浩司君）  今、議長のをお聞きになられたことで、出来れば１時間半くらいの

視察の中ですから、車の中でご説明をしていただくわけにはいかないのかと。どのようかた

ちで、どのような狭い場所か、いろんな場所があるとは思うんですが、実際どのように通ら
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れているとかというのは、車の中で聞けると思うんですがそういった違う角度から話を聞く

また意見を言う形もいいと思うので、その辺をちょっと工夫を凝らしていただくようなご配

慮はいただけませんか。 

次長（岡田光雄君）  視察先と電話で連絡を取った時に、希望があればデマンドタクシー

に実際に乗っていただくことも可能ですということでしたので、うちの方からお願いをすれ

ば大丈夫だと思います。 

委員（藤原浩司君）  是非ともそれで、お願いします。 

委員（森下金三君）  今のデマンド交通の事ですが、だいたいどんな形のデマンド交通に

なっているのかわかるんですか。ある程度わかれば、ドア、ツー、ドアでやっているのか、

井原のような乗合タクシーの様なタイプの、デマンドなので違うとは思いますが、どういう

形のというのは、行ってみんとわからんですか。わからにゃあ行ってみて聞けばいいんです

けどが、わかったらどういう形態のデマンドタクシーにしてあるのかというのが、基本的に

は迎えに行って、それをどういう予約型にしているのか、電話すればすぐに来てくれるの

か、タクシーのようになっているのか、わからなければ行ってからでも結構です。今、藤原

委員が言われたように時間が制約されるんなら、６、７人くらい乗れるマイクロだと思うん

ですが、その中で説明を聞きながらやれば、時間的にはいいと思いますので。 

次長（岡田光雄君）  まだ、詳細まで、中を詰めてないんで、もうちょっと研究してわか

れば。 

委員（森下金三君）  もう、難しく聞かなくてもいいです。行って聞けばいいんで。 

委員（宮地俊則君）  今の件ですけども、副委員長が持っておられるんですけども、安曇

野市の新・公共交通システムあづみんですか、概略を書いた裏表の１枚ものあります。これ

でも、皆さんにあらかじめお配りして、そこから先細かな話は、向こうへ行ってそのために

勉強に行くわけですから。 

配ってる。失礼しました。 

 

〈なし〉 

 

委員長(西田久志君)  閉会に当たりまして議長、何かございましたら。 

 

〈議長あいさつ〉 

 

委員長(西田久志君)  以上で総務文教委員会を閉会いたします。 

 ご苦労さまでございました。 


